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下水道事業特別会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画
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総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

老朽管などの更新を進める

2

平成１２年度以前

都市基盤

1

～

下水道課

維持係

2

下水道法

2

平成３０年度以降

汚水・排水処理

◆24年度実施内容

　公共下水道は、原則自然流下により汚水を放流しているが、地形等の関係により強制的

に汚水を排除する施設であるため、施設の長時間にわたる使用不能はポンプ場より上流域

の下水道利用者の市民生活に重大な支障をきたすため、日常的にポンプ場の整備点検等

を実施した。

　事務従事職員は、ポンプ場及びマンホールポンプの日常設備点検を業務委託するため

に、委託業務の設計書作成から設備点検状況の監督等を実施している。

◆24年度直接経費の内訳

　保守管理委託等（13,483千円）

　修繕料（15,903千円）

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

　桃花台汚水中継ポンプ場より上流域の公共下水道利用者より排出された汚水をポンプ

アップにより速やかに排除する。
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　修繕料（15,903千円）

　消耗品・光熱水費等（4,615千円）

◆25年度直接経費の内訳

　保守管理委託等（15,080千円）

　修繕料（8,962千円）

　消耗品・光熱水費等（5,283千円）

　

　【その他財源の内容】

　　下水道使用料
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事業実施におけ

る課題

　保守点検を実施しているが、、施設稼動後２０年以上が経過し、各設備の主要部分

の経年的な老朽化が進んでいる状況である。また、施設を維持管理していくため、保

守等を業務委託している専門業者に対して適切な指示が出せる職員を育成する必要

がある。
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H23

事業の

達成状況

　桃花台汚水中継ポンプ場及びマンホールポンプの日常点検を実施する中で、電気

保安管理、電気設備保守点検、機械設備保守点検及び汚泥処理など専門業者を指

導監督して、施設の良好な維持管理を行うことができた。
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（対象や手段を見直す場合も含む）
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２６年度以降

の改善案

　担当の職員には、引き続き、専門的な知識を得るための研修に参加させる。

　２６年度以降も長寿命化計画に基づき、計画的な改築更新を行う。
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がある。

　委託した専門業者による適正な維持管理が行われている。

判定理由

判　定　理　由

維　持

　各設備の主要部分の経年的な老朽化が進んでいる状況で、事故の未然防止及び

改築コスト等の最小化を図るため、「下水道長寿命化支援制度」を活用し、長寿命化

計画に基づき、計画的な改築更新を行う。

維　持

　ポンプ場の適切な管理ができず、重大な不具合が発生した場合に、ポンプ場より上

流域の下水道利用者の排水を処理することができなくなり、桃花台地区の市民生活

に重大な支障をきたす。
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一次評価のとおり。

方向性の判定

方向性の判定


